
令和６年４月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：46,706人 60
　 菊池：23,230人 44
　 七城： 4,940人 －7
　 旭志： 4,068人 －4
　 泗水：14,468人 27
男　性：22,482人 36
女　性：24,224人 24
世　帯： 20,348世帯 72

年齢別人口 
0～14歳 5,701人 12%
15～64歳 24,840人 53%
65歳以上 16,165人 35%

自然増減 社会増減
出  生：21 転  入：210
死  亡：56 転  出：143
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今月の表紙
「幸せの黄色いメロン」と呼
ばれるキンショウメロンが
出荷のピークを迎え、板井
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組合長（梶迫）は「県外から
買いに来てくれる人も多い
し、ありがたいね」と話します。
今季は7月中旬まで出荷予
定。甘い香りに包まれながら、
忙しい日々が続きます。

３ 菊池人　實取義洋さん

４ 自然災害から命を守るために
5 菊池市消防団幹部を紹介します
6 各区の区長を紹介します
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健康だより 妊娠中と産後のメンタルヘルス
歯ッピーキッズ
国民年金情報
献血を広げよう／介護予防ミニ講座

10
11

文芸きくち
KiCROSSだより
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人権・同和教育シリーズ／農業委員会だより
南北朝・菊池一族歴史街道／地域おこし協力隊通信

14
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18

情報つう
▼お知らせ
住宅の耐震化を支援します／浄化槽の設置申請は早めにお願いしま
す／危険なブロック塀の撤去費用を支援しています／児童手当現
況届／新しい人権擁護委員が着任しました／農地および農業用施設
の災害復旧制度／令和６年度市民税・県民税の定額減税／６月の「税」
の納期限７月１日㈪／令和５年度分情報公開実施状況の公表／令和
５年度（下半期）の公共工事などの入札結果を公表します／政府主
催慰霊巡拝を実施します／水道水の有機フッ素化合物について／避
難行動要支援者名簿登録のご案内／「菊池市土地バンク」制度／民
生委員・児童委員をご存じですか？
▼募集
菊池市営住宅補充入居者を募集します／男の料理教室参加者募集
／Ｂ＆Ｇ海洋センター小学生水泳教室受講生募集／水中ウオーキン
グ・エアロビクス教室開催／第33回きくち童謡唱歌祭参加者募集
／第25回菊池ふれあいレガッタ大会参加者募集／菊池遺産を募集し
ます／市長と一緒に市政について語りませんか
▼相談
予約制による納付相談夜間窓口を開設します／シルバー人材セン
ター就業相談会／ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相談
／無料人権相談所／認知症介護家族のつどい／もの忘れ相談会
▼講演・講習
防災士養成講座／県国土調査70周年記念講演会
▼イベント
遊ぼう・学ぼう児童センター／宇崎竜童弾き語りライブ／わいふ一
番館展示ギャラリー

19 市民の広場
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高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

22 TOPICS～まちの話題～
26
27

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／菊池市赤ちゃんの駅登録施設紹介

菊池市の情報発信

菊池市の公式アプリケーション

きくち防災・行政ナビ

ホームぺージ フェイスブック エックス インスタグラム

菊池市ごみ分別アプリ

※ 読み取りができないときは、他の二次元コードを隠して読み取ってください

開催日を夏から秋に変更します

と  き 10月12日㈯  時間未定

　毎年８月上旬に開催していた「菊池白龍
まつり」（花火大会含む）は、近年の温暖化
による影響で猛暑日が増えたことから、参
加者や来場者に快適な環境でまつりを楽
しんでもらうため、10月に変更します。
　今年は下記のとおり開催予定です。たく
さんのご来場をお待ちしています。

問観光振興課 ☎0968（25）7223

※ 詳細は決まり次第、広報きくちやホームページ、
きくち防災行政ナビなどでお知らせします

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252
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「
先
祖
が
代
々
つ
な
い
で
き
た
田
ん
ぼ
が

あ
る
か
ら
こ
そ
今
、こ
の
環
境
で
農
業
が
で

き
る
ん
で
す
」。
不
惑
を
過
ぎ
た
守
り
人
は
、

自
然
農
法
と
い
う
理
想
を
掲
げ
、昔
な
が
ら

の
中
山
間
地
の
風
景
を
残
そ
う
と
奔
走
す
る
。

　

実
家
は
養
豚
を
営
む
畜
産
農
家
。
太
ら
せ

る
た
め
に
大
量
輸
入
す
る
穀
物
、肉
に
な
る

た
め
に
殺
さ
れ
る
動
物
の
命
に
悩
み
、日
々
、

答
え
を
探
し
て
い
た
青
少
年
期
。
そ
ん
な
時
、

出
会
っ
た
の
が
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
用

し
な
い「
菊
池
環
境
保
全
型
農
業
技
術
研
究

会
」だ
っ
た
。「
人
に
も
環
境
に
も
優
し
い
農

業
に
感
動
し
ま
し
た
」。
研
究
会
で
学
び
を

深
め
、平
成
23
年
に
就
農
。
生
ま
れ
育
っ
た

龍
門
地
区
で
自
然
農
法
に
よ
る
米
作
り
が

始
ま
っ
た
。

　

始
め
は
失
敗
の
連
続
。
イ
ノ
シ
シ
が
出
て

全
滅
し
た
年
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も“
自
然
”

に
こ
だ
わ
り
続
け
ら
れ
た
の
は「
實
取
さ
ん

の
お
コ
メ
は
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
て
も
食

べ
ら
れ
る
」と
い
っ
た
消
費
者
の
声
だ
っ
た
。

生
育
が
難
し
い
日
本
古
来
の
在
来
種
米
の
栽

培
に
も
挑
戦
し
、銀
座
の
高
級
寿
司
店
や
海

外
の
飲
食
店
と
も
取
引
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
代
々
続
く
田
ん
ぼ
が
評
価
さ
れ
た
み
た
い

で
う
れ
し
い
。
続
け
て
き
た
こ
と
が
間
違
い

じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」

　

近
年
は
自
然
と
向
き
合
う
人
を
増
や
そ
う

と
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
。
自
身
の
畑

を
開
放
し
、農
業
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。

「
続
け
る
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
。
米
作
り

な
ど
で
水
路
や
農
道
を
維
持
管
理
す
る
こ
と

が
景
観
維
持
に
も
つ
な
が
る
。
先
人
た
ち
が

残
し
て
く
れ
た
美
し
い
風
景
を
次
の
世
代
に

つ
な
げ
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
で
す
」

自然農法の担い手

實取 義洋さん

1_昨年、實取さんの田んぼで行われた「どろんこ田んぼPK大会」。今年も開催予定（詳
細19㌻） ２_ 栽培した熊本在来種の「穂増」は「花の香酒造」（和水町）に酒米として提供 
３_家族での稲刈り風景。妻・久

く

美
み

子
こ

さんとは出会った瞬間に一目惚れだったという

Profile　みとり・よしひろ
昭和55年7月25日生まれ。熊本電波工業高等専門学校（現・熊本
高等専門学校）に入学するも、大量生産・大量消費社会に疑問を抱
き3年で中退。県内外を問わず環境保護活動に参加する。「菊池
環境保全型農業技術研究会」の考えに感銘を受け就農。農薬や肥
料を使わず、土の中の微生物や作物の周りの草や虫などの力を生
かした「自然農法」にこだわる。日本古来の在来種米「旭1号」「穂

ほ

増
まし

」などの栽培の他、実家の養豚から出る家畜ふんを用いた堆肥
で水田ごぼうの生産も行う。8人家族。寺小野区在住。43歳。

先人からの
バトンを
次の世代へ―
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